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研究要旨 

近日、臨床的特徴から、恣意性無く喘息患者をグループ化するクラスター解析が行われ、

複数の母集団での結果が報告されている。これらの既報では、患者背景として BMI、発症年
齢、症状、呼吸機能、アトピー素因が共通に検討されている。既報で同定されたクラスター

を特徴づける項目には、発症年齢、アトピー素因、重症度が共通に含まれている。一方、気

道炎症はその程度、質的特徴が喘息病態の多様性をもたらすとされているが、検討項目とし

て気道炎症指標を含む検討は少ない。また、近日強制オシレーション法による吸気と呼気の

呼吸相におけるリアクタンス指標の差は、肺構造の構築変化を示唆する指標として注目され

ている。 
今回、当研究班では、喘息死減少のために重症喘息群の特徴付けを行うことを目的として、

多施設共同研究としてクラスター解析を行う予定である。本解析では、気道炎症指標や、呼

吸リアクタンス指標を含める点が特徴的である。今年度は、本解析にむけて、指標と症例数

を限定した単施設症例におけるクラスター解析を行い、問題点を検討することとした。 
対象は、帝京大学医学部附属病院に通院中で、ICS使用中の気管支喘息患者 101例で、11
指標について検討した。統計手法は、Ward法を用い、距離の測定は平方ユークリッド距離を
用いた。 
クラスター1 は軽症群で、高年齢発症、低 IgE 値、低好酸球値で、症状は弱く、呼吸機能
良好で、ICS 量も最も低かった。クラスター2 は中等症群で、若年発症、高 IgE 値、高好酸
球値で、症状は中等度、呼吸機能良好で、ICS量は中等度であった。クラスター3は重症群で、
若年発症、低 IgE 値、低好酸球値で、症状は残存しており、呼吸機能不良で、ICS 量は最も
高用量であった。 
今回、予備的なクラスター解析では、方法論的に特定の問題点は抽出されなかった。今後、

約 600 症例を目標とし、気道炎症指標として呼気一酸化窒素濃度や、血清ペリオスチン値を
含み、呼吸機能指標として強制オシレーション法を含む本解析を行う。より詳細に重症喘息

群の特徴が明らかになり、喘息死を減少させることに寄与する情報が得られるものと想定さ

れる。 

 
Ａ．研究目的 

 近日、恣意性無く、臨床的特徴から、喘息

患者をグループ化するクラスター解析が行わ

れ、複数の母集団での結果が報告されている。 
 最初の大規模なクラスター解析は、英国で

Haldar らによって行われた (Am J Respir 
Crit Care Med. 2008)。その後、米国での重

症喘息研究群であるSARPにエントリーされ
た症例を対象とした大規模解析 (Moore WC 
AJRCCM 2010)、欧州での population based
研究 (Sirous V. ERJ 2011)、韓国での検討 
(Kim TB. 2012 ERJ 2012)が相次いで行われ
た。 
 これらの既報における検討項目を表 1にま
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も有用である可能性があり、複数のアプロー

チでクラスター解析を行う予定である。

クラスター解析を行うにあたり、予備的検

討で特段の問題点は抽出されなかった。次年

度には本解析の結果を報告する予定である。

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況

（予定を含む） 

実用新案登録 

特徴的であった。ステロイド抵抗性喘息であ

(neutrophilic)、あるいは乏顆
(paucigranulocytic)に対応する

症例を目標とし、気道炎症指

窒素濃度や、血清ペリオ

スチン値を含み、呼吸機能指標として強制オ

シレーション法を含む本解析を行う予定であ

る。より詳細に重症喘息群の特徴が明らかに

なり、喘息死を減少させることに寄与する情

報が得られるものと想定される。 
また、症例数に応じて、喫煙/非喫煙、小児
成人発症等に分けた母集団でのサブ解析

も有用である可能性があり、複数のアプロー

チでクラスター解析を行う予定である。

クラスター解析を行うにあたり、予備的検

討で特段の問題点は抽出されなかった。次年

度には本解析の結果を報告する予定である。

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

特徴的であった。ステロイド抵抗性喘息であ

、あるいは乏顆

に対応する

症例を目標とし、気道炎症指

窒素濃度や、血清ペリオ

として強制オ

シレーション法を含む本解析を行う予定であ

る。より詳細に重症喘息群の特徴が明らかに

なり、喘息死を減少させることに寄与する情

非喫煙、小児

成人発症等に分けた母集団でのサブ解析

も有用である可能性があり、複数のアプロー

チでクラスター解析を行う予定である。 

クラスター解析を行うにあたり、予備的検

討で特段の問題点は抽出されなかった。次年

度には本解析の結果を報告する予定である。 


